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A 104　　糖質の種類および給餌法が幼若ラットの生育・脂質代謝に及ぼす影響
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　目的　最近，児童の食生活面において砂糖の過剰摂取や欠食，夜食といった食事時間の

不規則の弊害か指摘されている。　そこで，これらの一端を知る目的で幼若ラットを用い，

薦糖および給餌法が生育ならびに脂質代謝に及ぼす影響に関する基礎的実験を行なった。

　方法　体重約90 gのwi star系ラット24匹を用い，実験飼料はカゼイン（20％）,大豆油

（3 ％）,塩類（4 ％）,ビタミン混合などを共通とし，糖質源と食餌給与法の相違によ

り，でん粉（70％）-毎日給餌（Ｉ群）,でん粉（70％）一隔日給餌（n群），薦糖（70

％）一毎日給餌（Ⅲ群）, 薦糖（70％）一隔日給餌（IV群）の４群に分け６週間飼育した

。16から18時間絶食後，エーテル麻酔Tで心臓穿刺により採血屠殺し，肝，腎，牌臓，副

腎，畢丸，副畢丸周辺脂肪組織を摘出秤量した。肝臓は総脂質，コレステロール【Choi）

，トリグリセライド（ＴＧ）を定量する･と共に脂肪の分布状態を微分干渉検鏡により検索

した。血清は総Choi, TG定量に使用した。　また体重変化，飼料効率も検討した。

　結果　終体重訂Ⅲ, I, IV, n群の順に多く，各群間に有意差を認めた。体重１００ ｇ当

りの各臓器重量ば肝臓がⅢ, IV群で有意に大きく，副畢丸周辺脂肪組織はIV群が有意に多

くなっていた。飼料効率もID, I ，IV, D群の順に高く, I ，I群は他群と有意差を示し

た。肝臓ｇ当りの総ChoiはⅣ群が最も多くn，Ⅲ群と有意であり，T GもIV群が多くｎ群

と有意差かあった。総脂質は各群間に差かなかった。体重１００ ｇ当りの肝臓総Choi, TG

は，IV群が他群よりも有意に多くなっていたか，総脂質には差がみられなかった。血清総

Choi, TGは各群間で有意差を認めなかったか，ＴＧは薦糖群が高い傾向を示していた。
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